
















































































Bibliographie Japonaise. Paris, 1859（『日本図書目録』）であるが、実質的な
研究の祖としてはアーネスト・サトウの名をあげるべきだろう。文久 2 年
（1862）、イギリスの外交官として来日したサトウは、日本の地誌・文化史・神
道・キリスト教史にかかわる論考を Transactions of the Asiatic Society of
Japan（『日本アジア協会紀要』）に発表し、やがてその考察対象を印刷・出版
史へと広げた。明治 15 年（1882）、“On the Early History of Printing in Japan”
“Further Notes on Movable Types in Korea and Early Japanese Printed
Books”の 2 編を同紀要第 10 号に発表しているが、この段階でサトウはまだキ
リシタン版の存在を知らなかった。サトウが欧州の図書館でキリシタン版の調
査を行うのは明治 20 年（1887）から 21 年にかけてのことであり、21 年には私
家版として The Jesuit Mission Press in Japan, 1591-1610（『日本耶蘇会刊
行書志』。大正 15 年〈1926〉、警醒社書店より復刊）を刊行することになる。
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本書には 14 種のキリシタン版の書誌と考察が収録されており、新村出をはじ
めとする研究者に多大な影響を与えた。なお、明治 32 年（1899）、サトウはこ










It seems possible therefore, though perhaps not very probable, that the
Japanese may have learnt the advantages of typography from the
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ており、「なほ詳しくは後考を俟ちたい」とも述べている。
そもそも、新村の研究はキリシタン版との出会いを契機として、一気に「南
蛮学」へと進んだ。新村は明治 40 年（1907）3 月に京都帝国大学助教授に任じ
られ、併せて欧州へ留学し、そこでキリシタン版を調査する機会に恵まれた。
同 42 年 3 月に帰国すると、関連する論著として、6 月に「勧善鈔」（『禅宗』）、
9 ・ 10 月に「天草出版の平家物語抜書及び其編者について（一）（二）」（『史学













には、2 月に杢太郎が第一作戯曲「南蛮寺門前」を『スバル』第 2 号に発表し、
3 月に白秋が『邪宗門』を公刊している 3。この時期の新村が南蛮趣味に理解を
示していたことは、一例をあげれば、白秋の詩を高く評価した「抒情小曲集




































著。『ビブリア』第 93 号、1989 年）において、上記の問題を匡郭の形状から論
じた。即ち、畢昇の方式に由来する朝鮮活字版では四周の固定された匡郭が用
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た癸未字（太宗 3 年〈1403〉）・庚子字（世宗 2 年〈1420〉）・甲寅字（世宗 16
年〈1434〉）の特徴や鋳造の経緯に触れた記事を引用する。

























ついての言及とするのがよい。つまり、記事 A と B は癸未字と庚子字につい
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て共通の内容を記しているのだ。
このほか、李朝初期の活字印刷術に関する記述としては、15 世紀後半を生
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 ない事実である。しかし、ここで意識しておきたいのは、朝鮮活字版は付着方
式で、キリシタン版は組立方式という二元論を立ててしまうと、日本の古活字
版の淵源はたどれないのではないかということだ。つまり、記事 A ・ B や
『慵斎叢話』からは、 を使用せず、込め物によって活字を固定する印刷技法























蛮趣味に就て」（『山梨県立美術館研究紀要』第 2 号、1981 年）、畑中佳恵「「長崎」
のイメージとしての「南蛮趣味」序論（下）」（『敍説Ⅱ』第 3 号、2002 年）、「近代
文学における「南蛮趣味誕生」の「同時代」」（『文献探究』第 41 号、2003 年）、日
高由貴「「キリシタン」をめぐる言述—新村出と名づけえぬもの—」（『大阪大学日
本学紀要』第 24 号、2005 年）を参照した。
4 上記の大内田の見解は、「「古活字版」のルーツについて」（『ビブリア』第 98 号、
1992 年）、「「古活字版」のルーツ、そして終焉（消滅）」（『ビブリア』第 113 号、
2000 年）にも示されている。
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<ABSTRACT>
Various Issues Surrounding the Origins of Kokatsuji-ban:
Focussing on Theories of its Rise from Kirishitan-ban
KOAKIMOTO Dan
The general consensus has been that Japanese kokatsuji-ban (old movable-
type printing) originated in Korean movable-type printing technology, however
in recent years we hear loud support for the theory that its rise emanated from
Kirishitan printing technology. This paper firstly examines the process which
suggests the connection between kokatsuji-ban and kirishitan-ban introduced in
the Meiji period, following along the lines of work by Earnest Satow and
Shinmura Izuru. It then adds to the investigation the various theories from
recent years advocating the rise from kirishitan-ban. Although these are greatly
significant in indicating the common features of Japan and Kirishitan movable-
type technology from a technical point of view, if we refer to passages from Seso
Jitsuroku and Yosai Sowa which are records about Korean movable-type
technology, it is hard not to be convinced that kokatsuji-ban originates from
chosen-ban (Korean printing).
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